
製品特定名 製品特定名 製品特定名

危険有害情報 ・飲み込むと有害(経口）・皮膚刺激・重篤な眼の損傷 危険有害情報 ・重篤な皮膚の薬傷・眼の損傷 危険有害情報 ・飲み込むと有害(経口）・重篤な皮膚の薬傷・眼の損傷

・アレルギー性皮膚反応を起こす恐れ・遺伝性疾患のおそれ ・アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ ・アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ

・発がん性のおそれの疑い・生殖能または胎児への悪影響のおそれ ・発がんのおそれの疑い ・吸入するとアレルギー、喘息または呼吸困難を起こすおそれ

・臓器の障害（肺、呼吸器、胃）、呼吸器への刺激のおそれ ・臓器の障害（呼吸器系） ・臓器の障害（呼吸器）・呼吸器への刺激のおそれ・眠気または眩暈のおそれ

　及び障害のおそれ(肝臓、神経） 安全対策 ・使用前に注意書きをよく理解して取り扱うこと。

安全対策 ・使用前に注意書きをよく理解して取り扱うこと。 ・飲食または喫煙をしながらこの製品を使用しないこと。 安全対策 ・使用前に注意書きをよく理解して取り扱うこと。

・飲食または喫煙をしながらこの製品を使用しないこと。 ・必要に応じて個人用保護具を着用すること。 ・飲食または喫煙をしながらこの製品を使用しないこと。

・必要に応じて個人用保護具を着用すること。 ・取り扱い後はよく手洗い、うがいをすること。 ・必要に応じて個人用保護具を着用すること。

・取り扱い後はよく手洗い、うがいをすること。 応急処置 ・取り扱い後はよく手洗い、うがいをすること。

応急処置 ・飲み込んだ場合 吐かせない。直ちに口を水ですすぎ、卵白と混ぜたミルクか大量の水を飲ませる等応急処置

・飲み込んだ場合 無理に吐かせない。直ちに口をすすぎ、大量の水を飲ませる等 の処置をするとともに医師の手当て、診断を受ける。但し患者の意識が無い場合は・飲み込んだ場合 無理に吐かせない。直ちに口をすすぎ、大量の水を飲ませる等

の処置をするとともに医師の手当て、診断を受ける。 口から何も与えてはならない。 の処置をするとともに医師の手当て、診断を受ける。

・皮膚に付着した場合 汚染された衣服等を脱がせ、直ちに水と石鹸で十分に洗い流す。 ・皮膚に付着した場合 汚染された衣服等を脱がせ、直ちに水で十分に洗い流し、ホウ酸水等で中和する。・皮膚に付着した場合 汚染された衣服等を脱がせ、直ちに水と石鹸で十分に洗い流す。

刺激が残っていれば医師の手当て、診断を受ける。 刺激が残っていれば医師の手当て、診断を受ける。 刺激が残っていれば医師の手当て、診断を受ける。

・眼に入った場合 ・眼に入った場合 ・眼に入った場合

・吸入した場合 新鮮な空気のある場所に移動させ、毛布等で保温し安静にさせる。 ・吸入した場合 新鮮な空気のある場所に移動させ、毛布等で保温し、半座位の状態で安静にさせる。・吸入した場合 新鮮な空気のある場所に移動させ、毛布等で保温し安静にさせる。

気分が悪ければ医師の手当て、診断を受ける。 直ちに医師の手当て、診断を受ける。必要に応じて酸素吸入や人工呼吸を行なう。 気分が悪ければ医師の手当て、診断を受ける。

保管 換気の良い冷暗所で保管すること 保管 換気の良い冷暗所で保管すること 保管 換気の良い冷暗所で保管すること

廃棄 内容物／容器を国際／国／都道府県／市町村の規則に従って廃棄すること。 廃棄 内容物／容器を国際／国／都道府県／市町村の規則に従って廃棄すること。 廃棄 内容物／容器を国際／国／都道府県／市町村の規則に従って廃棄すること。

取扱い上の注意 ・必要に応じ、適切な保護具、保護眼鏡、保護手袋等を着用する。 取扱い上の注意 ・必要に応じ、適切な保護具、保護眼鏡、保護手袋等を着用する。 取扱い上の注意 ・必要に応じ、適切な保護具、保護眼鏡、保護手袋等を着用する。

・周辺での高温物、スパーク、火気の使用を禁止する。（禁煙） ・周辺での高温物、スパーク、火気の使用を禁止する。（禁煙） ・周辺での高温物、スパーク、火気の使用を禁止する。（禁煙）

・粉塵が飛散しないよう注意する。 ・接触、吸入、または飲み込んではならない。 ・粉塵が飛散しないよう注意する。

・接触、吸入、または飲み込んではならない。 ・眼に入れてはならない。 ・接触、吸入、または飲み込んではならない。

・眼に入れてはならない。 ・取り扱い後はよく手を洗うこと。 ・眼に入れてはならない。

・取り扱い後はよく手を洗うこと。 ・屋外または換気の良い区域でのみ使用すること。 ・取り扱い後はよく手を洗うこと。

・屋外または換気の良い区域でのみ使用すること。 ・屋外または換気の良い区域でのみ使用すること。

製品特定名 製品特定名

危険有害情報 ・重篤な皮膚の薬傷・眼の損傷 危険有害情報 ・軽度の皮膚刺激

・生殖能または胎児への悪影響のおそれ ・強い眼刺激

・長期または反復暴露による臓器の障害のおそれ（血管、肝臓、脾臓） ・生殖能または胎児への悪影響のおそれの疑い

安全対策 ・使用前に注意書きをよく理解して取り扱うこと。 安全対策 ・使用前に注意書きをよく理解して取り扱うこと。

・飲食または喫煙をしながらこの製品を使用しないこと。 ・飲食または喫煙をしながらこの製品を使用しないこと。

・必要に応じて個人用保護具を着用すること。 ・必要に応じて個人用保護具を着用すること。

・取り扱い後はよく手洗い、うがいをすること。 ・取り扱い後はよく手洗い、うがいをすること。

応急処置 応急処置

・飲み込んだ場合 吐かせない。直ちに口を水ですすぎ、卵白と混ぜたミルクか大量の水を飲ませる等・飲み込んだ場合 直ちに口をすすぎ、大量の水を飲ませる等の処置をするとともに医師の手当て、

の処置をするとともに医師の手当て、診断を受ける。但し患者の意識が無い場合は 診断を受ける。

口から何も与えてはならない。 ・皮膚に付着した場合 汚染された衣服等を脱がせ、直ちに石鹸で十分に洗い流し、医師の手当て、

・皮膚に付着した場合 汚染された衣服等を脱がせ、直ちに水で十分に洗い流し、ホウ酸水等で中和する。 診断を受ける。

刺激が残っていれば医師の手当て、診断を受ける。 ・眼に入った場合

・眼に入った場合

・吸入した場合 新鮮な空気のある場所に移動させ、毛布等で保温し、安静にさせる。

・吸入した場合 新鮮な空気のある場所に移動させ、毛布等で保温し、半座位の状態で安静にさせる。 直ちに医師の手当て、診断を受ける。

直ちに医師の手当て、診断を受ける。必要に応じて酸素吸入や人工呼吸を行なう。

保管 換気の良い冷暗所で保管すること 保管 換気の良い冷暗所で保管すること

廃棄 内容物／容器を国際／国／都道府県／市町村の規則に従って廃棄すること。 廃棄 内容物／容器を国際／国／都道府県／市町村の規則に従って廃棄すること。

取扱い上の注意 ・必要に応じ、適切な保護具、保護眼鏡、保護手袋等を着用する。 取扱い上の注意 ・必要に応じ、適切な保護具、保護眼鏡、保護手袋等を着用する。

・周辺での高温物、スパーク、火気の使用を禁止する。（禁煙） ・周辺での高温物、スパーク、火気の使用を禁止する。（禁煙）

・接触、吸入、または飲み込んではならない。 ・接触、吸入、または飲み込んではならない。

・眼に入れてはならない。 ・眼に入れてはならない。

・取り扱い後はよく手を洗うこと。 ・取り扱い後はよく手を洗うこと。

・屋外または換気の良い区域でのみ使用すること。 ・屋外または換気の良い区域でのみ使用すること。

ラックーン洗剤注意書き

直ちに清浄な流水で15分以上洗眼する。洗眼はまぶたを開き水が全体にいきわたるようにする。

・容器を転倒させ、落下させ、衝撃を与え、または引きずる等の取り扱いをしてはならない。

三田理化工業株式会社　大阪市北区大淀中2‐8‐2　電話：06‐6458‐0971

ラックーンVL

・アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ

・水生生物に毒性　　・長期的影響により水生生物に毒性

直ちに清浄な流水で15分以上洗眼する。洗眼はまぶたを開き水が全体にいきわたるようにする。

その後医師の手当て、診断を受ける。コンタクトレンズ着用の場合はできるだけはずすこと。

・容器を転倒させ、落下させ、衝撃を与え、または引きずる等の取り扱いをしてはならない。

三田理化工業株式会社　大阪市北区大淀中2‐8‐2　電話：06‐6458‐0971

直ちに医師の手当て、診断を受ける。コンタクトレンズ着用の場合はできるだけはずすこと。

ラックーンDL

・臓器の障害（呼吸器系、中枢神経系、腎臓、全身毒性）・臓器の障害のおそれ(消化器系）

・水生生物に毒性・長期的影響により水生生物に毒性

三田理化工業株式会社　大阪市北区大淀中2‐8‐2　電話：06‐6458‐0971 三田理化工業株式会社　大阪市北区大淀中2‐8‐2　電話：06‐6458‐0971

ラックーンAL

直ちに清浄な流水で15分以上洗眼する。洗眼はまぶたを開き水が全体にいきわたるようにする。

直ちに医師の手当て、診断を受ける。コンタクトレンズ着用の場合はできるだけはずすこと。

・容器を転倒させ、落下させ、衝撃を与え、または引きずる等の取り扱いをしてはならない。

ラックーンD

・水生生物に毒性・長期的影響により水生生物に毒性

直ちに清浄な流水で15分以上洗眼する。洗眼はまぶたを開き水が全体にいきわたるようにする。

その後医師の診断、手当てを受ける。コンタクトレンズ着用の場合はできるだけはずすこと。

・容器を転倒させ、落下させ、衝撃を与え、または引きずる等の取り扱いをしてはならない。

その後医師の診断、手当てを受ける。コンタクトレンズ着用の場合はできるだけはずすこと。

・容器を転倒させ、落下させ、衝撃を与え、または引きずる等の取り扱いをしてはならない。

三田理化工業株式会社　大阪市北区大淀中2‐8‐2　電話：06‐6458‐0971

ラックーンA

・眠気または眩暈のおそれ・長期または反復暴露による臓器の障害　

直ちに清浄な流水で15分以上洗眼する。洗眼はまぶたを開き水が全体にいきわたるようにする。


